
つくば市の部活動地域展開について

つくば市教育局学び推進課
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スポーツ庁地域スポーツ課提供資料より
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？？なぜ部活動の地域展開が必要なのか？？

ここ30年で中学生が 40％ 減少、中学校数は 10％ 減少

「学校基本調査」
（文部科学省）より作成
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1 少子化による生徒数の減少・・学校単位での活動の限界
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？？なぜ部活動の地域展開が必要なのか？？

つくば市では・・・

少子化による生徒数の減少・・学校単位での活動の限界

野球（９人未満） ６/１２校

サッカー（11人未満） ５/１５校

特にチームスポーツにおいて
学校単位での活動に限界が生じている！

既存部活動の主体を学校単位で地域へ変えるだけでは
持続可能な活動環境は担保できない

令和７年９月時点で単独でチームを組めない学校部活動の例
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？？なぜ部活動の地域展開が必要なのか？？

56.7
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日本 イギリス アメリカ 韓国 スウェーデン

2 教員の大きな負担・・教育活動の質低下、教員志願者の減少

OECD 国際教員調査「TALIS2018」より作成

週60時間以上勤務 （月80時間の残業）

 している教員の割合（％）

過酷 な日本の教員の労働環境 ⇨ 教育の質低下
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「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革

に関する実行会議」

最終とりまとめ（令和7年5月16日）

令和５〜7年度：部活動の「改革推進期間」

令和８～１０年度：「改革実行期間」前期

令和１1～１３年度：「改革実行期間」後期

改革実行期間内に、原則、全ての学校部活動

において地域展開の実現を目指す

学校 地域

休日の部活動を

（スポーツ庁HPより）

国の方針

 文部科学省・スポーツ庁・文化庁が部活動の地域展開を推進しています。



持続可能で豊かな文化スポーツ活動体制を構築することで

子ども、及びつくば市民のウェルビーイング※を実現する

ビジョン

※ 人との “つながり” を感じ、心身ともに健康でいきいきとしている状態 
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子どもたちの夢と成長を支える、新しい活動のカタチを創る
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部活動
対象：中学生

学校
既存コンテンツ

の移行 地域クラブ
対象：中学生

地域

スポーツ 文化 スポーツ

活動の形のアップデート

子どもたちの夢と成長を支える、新しい活動のカタチを創る
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休日は「地域クラブ」

「部活動指導員」の指導

休日は全て学校外 の

主体者で活動

現在
休日

地域展開

休日
部活動を行う
教員を０に 

休日
地域展開

休日

地域展開
完了

休日活動に「教員」の

立場で関わる人ゼロ

部活動顧問との

連携体制構築

部活動は週３回の活動

活動の適正化・質向上

部活動に代わる

体験機会の確保

学校部活動と団体

のマッチング

「顧問教員」または

「部活動指導員」が指導

週４回の活動

令和８年４月令和年７年４月 令和８年８月 令和９年４月 令和９年８月

※兼職兼業の承認を受け、地域クラブの指導者
として教員が継続して指導を行うことは可能

※
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地域コミュニティ

地域クラブ

■地域コミュニティ活動

■地域クラブ活動
中学生が参加できる定期的な活動全般
（例：スポーツ少年団、クラブチーム、サークル）

■認定地域クラブ活動
地域クラブのうち、認定を受けた活動
（部活動運営方針に則った活動時間遵守、低廉な費用）

地域の団体・企業

■お祭りやイベントといった単発の活動
■年数回程度の中学生が対象となる活動
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高

競技思考

・トッププレイヤーを目指す
・アスリート養成

・勝つことや結果にのみこだわる
・勝敗がすべての評価基準

・初めてその種目に触れる

・勝つことを目指す
・専門的な技術の向上

・楽しんで活動することができる

・成長を実感できる
・できないことができるようになる

活
動
の
考
え
方
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これまで

休日の部活動地域展開後

学校部活動

平日 土又は日

３日
１日最大2時間

どちらか１日
1日最大３時間

学校部活動

平日

３日
１日最大2時間

認定地域クラブ活動

土又は日

どちらか１日
１日最大３時間

※一部の地域クラブでは、平日にも活動を行う場合があります。

その他地域
クラブ活動

・
地域活動等
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活動例１

活動例２

活動例３

月 火 水 木 金 土 日

休
部活 部活

休
部活

休
地域

月 火 水 木 金 土 日

休 休 休
地域

休
地域

休

月 火 水 木 金 土 日

休
部活 部活 部活 地域

（夏）
地域
（冬）

平日部活動と異なる活動を休日に地域で行う

部活動には所属せず地域での活動のみ行う

シーズンにより異なる地域活動を行う



北部 秀峰、大穂、豊里

中東部 桜、竹園東、吾妻、春日

南東部 谷田部東、並木、手代木
茎崎、高崎

中西部 研究学園、学園の森
高山、谷田部

南西部 みどりの、みどりの南

エリア制による拠点の整備
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中学校区が近いエリアで、
スポーツや芸術文化活動ができる場を
整備する

※各エリアでの活動の詳細及び参加方法は、令和９年４月までに、改めて学校から案内
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認定地域クラブ活動の費用について

指導に係る経費

指導者人件費
指導に係る講習受講費
指導者資格更新費
指導者交通費

活動に係る経費

保険加入費
消耗品費
備品購入費
備品修繕費
会場費
各種登録費

運営に係る経費

運営人件費
システム利用費

・・・等の費用がかかる
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地域クラブ活動参加者支援交付金

対象 ・つくば市に居住
・生活保護又は就学援助対象世帯
・市税の滞納がない

金額（割合） 年額上限２４，０００円まで

その他 地域クラブ
活動（又は部活動）に係る用具は
就学援助支給対象（上限 30,150 円）
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子どもたちの
持続可能で豊かな文化スポーツ活動を目指して
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以下はメモ



つくば市における地域展開のスケジュール
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令和8年8月以降
学校教職員による休日（土曜日又は日曜日）
の部活動指導が終了します。

令和9年8月以降
部活動指導員による指導も終了し、休日の活
動は地域クラブ等による活動へ完全移行しま
す。



部活動地域展開によって何が変わるのか？
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平日（月～金）
これまでどおり、平日のうち３日間は学校の
課外活動として部活動を実施します。ただし、
地域クラブの状況に応じ、一部の地域クラブ
は、平日も学校部活動に代わり、活動を行う
場合があります。

休日（土及び日）
部活動としての活動はなくなり、希望者は地
域クラブ活動へ参加します。



地域クラブについて
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・地域クラブ活動への参加は任意です。
・できるだけ自宅から近いエリアで活動を行
うことができるよう、市内を５つのエリアに
分けて、そのエリア内で希望の活動に取り組
めるように地域クラブ活動の体制を準備して
います。
・地域クラブ活動の詳細及び参加方法は、令
和９年４月までに、改めて学校から御案内し
ます。



保護者へのお願い
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・地域クラブ活動は、実施主体が各団体とな
るため、保険料や各種登録料、消耗品費、指
導費を含む、費用負担が発生します。

・種目や活動により、活動場所が所属校以外
となるものもあるため、送迎が必要となるこ
とがあります。
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